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育 20，花育 23の 4品種が選定された。県政府はこれら
種子購入量 1kg当たり農家に 4元の補助金を給付して
農家の種子コスト負担を 3分の 1削減することで優良品
種の普及を実現しようとした。
単収増大のもう一つの方策として，2011年から阜蒙
県老河土郷内で「現代農業モデル帯」の整備を開始し
た。落花生については優良品種の採用，ビニルマルチの
使用，点滴灌漑施設の整備をセットとしたモデル圃場
（団地）を育成していくことを内容としている。そして，
2015年には郷内の全村に普及することを目標としてい
る。
まず，優良品種の普及状況を見ると，優良品種を作付
けている農家は調査農家 30戸うち 7戸にとどまってい
る。その理由の第一は，土地条件により増産効果の表れ
方に違いがあるという点である。2011年に優良品種に
切り替えた農家は，地形や水条件が最も良い 1等地のみ
で単収の増加が見られたが，条件の悪い 2等地・3等地
では在来品種と単収の差が見られなかったことである。
第二の理由は，搾油専用の優良品種は産地市場におい
て，搾油需要が高まった場合には有利であるが，逆の場
合には不利になるというリスクがあるためである。在来
品種は搾油・食品兼用種であり，農家が販売する産地商
人から見ると，転売先である搾油企業と食品企業の需要
の両方に対応でき，リスクを分散できるメリットがある
という。
次に「現代農業モデル帯」の単収増大効果について
は，「モデル帯」内の農家 15戸と外の農家 15戸の単収
を比較する方法で検討した。その結果，マルチ栽培と点
滴灌漑をおこなうことで，「モデル帯」内の農家の単収
が高くなっていることが確認できた。「モデル帯」の育
成事業は，政府の全額補助によって行われ，マルチの敷
設作業もすべて政府が委託した業者にとって行われてい
る。調査地においては農家の負担無しで単収増大の効果
が得られたが，今後，農家に負担を前提に普及しようと
した場合に，収益への影響や播種期の作業負担の増大等
が懸念される。
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「第六章 阜蒙市における落花生集散地の形成と先導
企業の導入」では，落花生生産の増大に伴う，産地流通
の変化と政府による加工企業の誘致策について分析し
た。
遼寧省において，収穫された落花生は，産地商人を経
て省内の搾油・食品加工企業やさらに山東省，広東省な
どの企業へ転売されていく。産地商人には転売業務のみ
を行う商人と脱粒加工を行う加工業者がいる。後者の商
人は搾油・食品加工企業から求められるロットを扱える
大規模業者と農家からの買い取りも行う小規模業者に区
分されている。
本章では，2013年と 14年に行った阜蒙県老河土郷在
住の産地商人の中から転売専門の商人 1戸，小規模加工
業者 1戸，大規模加工業者 2戸を対象とした聞き取り結
果を踏まえて，まず 2007年以降に落花生の生産が増大
し，老河土郷が新しい集散地になっていく中で，産地商
人が担う遼寧省内の落花生の流れが変化していることを
明らかにした。
阜蒙県および老河土郷の生産が拡大すると，産地内に
おける転売では価格差が小さいため，転売のみを行う商
人は県外産地から老河土郷の加工業者への転売を行うよ
うに変化した。また，転売のみを行っていた商人の中に
は，老河土郷の生産拡大の後に，脱粒加工を行うように
なり，農家からの買い取りを行い，脱粒後の落花生を大
規模加工業者に転売するようになった。大規模加工業者
は小規模加工業者から発展したものであるが，輸送手段
に加え貯蔵庫を備え，価格の安い収穫期に買い取った落
花生を貯蔵し，加工をしながら山東省など遼寧省外を含
む企業に販売している。
先導企業誘致政策により阜新市内に開業した 4社を対
象とした聞き取り調査によると，企業はその設立の経緯
から，山東省の搾油企業の東北地方（吉林・遼寧）の加
工拠点，大豆加工も行う地元国営の搾油企業，阜蒙県に
立地する食品加工業，阜蒙県老河土郷に立地する落花生
の選別企業とそれぞれ異なる特徴を有している。最後の
選別企業は，大規模加工業者から買い取った落花生を，
食品加工向けの合格品と搾油に回す規格外品に選別して
いる。選別企業以外の 3つの加工企業が県内での買い取
りと搾油・食品加工を行うようになったことで，従来は
原料落花生を山東省や広東省等の加工企業へ供給する流
れだけでなく，産地内で生産から最終製品の加工までが
完結する新しい流れが形成されるようになった。
「終章 遼寧省における落花生支援策の役割」では，
本研究の分析結果とその意味について整理した。
本研究では，食用油の自給率低下を背景として 2007
年から実施された落花生産業育成政策が，落花生の作付
面積や単収の増大さらに流通・加工分野の振興に果たし
た役割と課題を，新興のモデル産地とされる遼寧省阜蒙
県を事例として分析した。
冒頭で提示した三つの課題に対して本研究では次のよ
うな結論を得た。
まず，2007年以降の落花生の作付面積の拡大にとっ
て，価格上昇は重要な要因ではあるが，政府による落花
生専用除草剤の普及や機械播種の実施が，農作業の軽減
を通じた兼業就業の余地を拡大したこと等も重要な要因
となっていたことが明らかになった。
第二に，単位面積当たり収量を増大するための施策で
ある補助金付きの搾油専用優良品種の普及と政府が指定
したモデル団地におけるマルチ栽培・点滴灌漑支援事業
は，その効果は限定的であることが明らかになった。そ
の原因は，搾油用・食品加工兼用の在来品種と比べて優
良品種は，単収が必ずしも在来品種を上回るものでな
く，相対的にリスクが高いと認識されていることにあっ
た。モデル団地におけるマルチ栽培・点滴灌漑支援事業
も，農家負担に頼った普及には困難が予想されることを
指摘した。
第三に，産地拡大に伴う産地流通の変化と加工企業誘
致を巡っては，産地における落花生の流れは，周辺産地
からモデル産地である阜蒙県あるいは同県老河土郷に向
かう流れに変化したこと，その過程で産地商人の事業は
脱粒機械と貯蔵庫を装備して脱粒加工を行うことで収益
を確保する方向に転換していったこと，加工企業の誘致
によって産地内での生産・流通・加工の連携が形成さ
れ，従来の産地から山東省や広東省に向かう単線的な流
れに一定の変化が生じていること等が明らかになった。
総じて，遼寧省の新興産地を通じてみた落花生産業の
振興政策の役割は，先導企業の誘致を含めた落花生産業
全体の域内完結的連関を構築するという点では，限定的
であり，従来の東部沿海地域向けの原料供給産地という
状況を根本的に変えるまでには至っていないと言えよ
う。
むしろ，東部沿海地域の加工業集積地と新興産地の分
業関係が強化される方向で事態は進行するものと予想さ
れる。ただ，こうした結論を下すには東部沿海地域の加
工業との比較を含め，原料産地に加工業を立地させるメ
リットの有無を検討する必要があろう。この点は今後の
課題としたい。
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審査報告概要
本研究は，植物油の自給率が低下する中国において，
大豆・菜種と並ぶ重要な油糧種子である落花生の生産・
流通・加工業を一体化した落花生産業としてとらえ，新
興産地の遼寧省を事例として支援政策の成果と課題を明
らかにした。その結果，農家の兼業就業を拡大するよう
な省力的防除・播種技術が普及されたことで落花生の作
付拡大がもたらされたこと，油脂含有量の高い改良品種
の普及は流通過程において搾油・食品加工用兼用品種が
評価されていることから進展していないこと，産地での
加工企業誘致策は，部分的に産地内で加工する仕組みを
形成するにとどまっていること等を明らかにした。この
研究成果は，産地支援策を生産から流通・加工まで多面
的に分析し，人口大国中国の今後の油糧種子の需給を展
望する上で有用な知見を与えるものである。
よって，審査員一同は博士（農業経済学）の学位を授
与する価値があると判断した。
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